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Determination　 ofreference　 intervals　 for　vibratory　 perception　 thresholds

　　　　　　　　　 of　the　lower　 extremities　 in　normal　 subjects

　　　　　　　　　　　　　(健常人下肢の振動覚閾値に関する研究)

稲　見 州　治

内容の要旨

　 脊 樵 。脊 髄疾患 において神経症状 を正砲 に把握す るこ とは、その

診断、治療 、予後判 定上重要 であ る。 しか し、従来 、臨床にお ける

知覚隠価は、機器の操 作性 、時間的制約等 か ら定性的 手法 によ り行

われ てきた。振動覚 悶匝は摸幅の 軍位で計測 され てき たが 、振動覚

の受容 器は刺激 の加 速度に応答す るため、加速度の 単位での計測 が

妥 当で あ る。 鈴木 一松岡 式振 動覚 計(Sazuki　 Mazsuoka　Vibromeler-

5:SMV-5Jは.計 測 が簡便 であ り.正 確な加速度 単位 での計測が 可

能 である。 基 準範囲 の般定は疫学 的 ・臨床 的 に重嬰 であ るが 、健常

人 にお ける振動覚 閾値の まとまった報告 は少 なく、下肢 について本

計測器 を用い 、適切 な統針学 的処理 がなされた基融範 囲に開す る報

告はな い。1992年 、ア メ リカ臨床 検査標準 化委員会 が提 示 した ガイ

ドライ ンに よ り,基 準範囲設定の 手順 の標準化が行 われ てきた。そ

二で本研 究で は、 このガイ ドライ ンに準 じて健常 日本 人の下肢振動

覚 悶笹 の基準範囲 を設定する ことを 目的 に以 下の検 肘を行 った。合

せ て振 動覚悶 雌に対す る年齢 、性別.身 長、体 重、お よび飲酒 、喫

煙 等の影響 について も検討 した。

　 ガイ ドライ ンに準 じて股定 した除外基雛に よ り、健常者3,7例(男

性241例 、女性136例 、11.74)を 対 象 とした。SMV・5振 動覚翫 を用

い、両側の 尺骨頭、足 の内果、外果 、母趾 、小趾 、膝 蓋骨 のBt　12ffi

所 につい て、一定の条 件下に各部位5回 擾 動覚悶旗 を計測 し.絞 計

処理を行った。

　 振動覚閾 値は加齢 に伴い上昇 し、年齢 との間に有意 な棺関を認め

たG=0.472)。 内果 、母蹴 、尺骨頭 にお いて0.03C以 下の左右差 を見

た。振 動覚 圃値は、女性 は男性 に対 し有意 に低mを 示 した。振 動覚

悶 笹は上肢(尺 骨 頭)が 足部 に比 して有意 に低 く、足部 は膝 蓋骨に

比 して有 意 に低かった が、足部(内 外果、母趾 、小趾)の4箇 所の

間 では、有 意差を認 めなかった。掘動覚閥 値へのbody　mass　index、

喫 煙、お よび飲 酒の影 響は、明 らか ではな かっ た。 以 上の検舗 か ら

下肢の振動 覚悶償に ついて、男女別年代別 の基準範囲 を設定 し、全

体 として0.且3G以下とい う結果を得た。

　 種々の要 因によ り、健常人のar測 デー タに異常憧が混 入す ること

は避け られ ない。 基準集団の 選定は 、文献上 振動覚 閾値 に影響 し得

る項 昌を除 外基準 として予め設 定 し、十分 な母集団 か ら問診によ り

除 外 し、更 に禍 られた デー タに対す る統計 的除外 を行 った。本研究

で得 られ た基 準範囲 は、腰椎 椎聞板ヘルニ アを初め とす る各種 脊椎

疾患の研 究お よび臨床 における診断 、治療 効果の判定 において直 ち

に応 用 可能 であ る。本 計測器 を用い た振動 覚閥 値 計測 は鋭敏 であ

り、従来の 神経 学的検査や神経 生理学的検査 の補助 診断 として推 奨

され る。本 研究は、計測 に影響 し得 る諸因子 を考慮 した十分な母集

団に よる本邦 初め ての振動覚 悶髄の 基準範 囲設定で あn.臨 床 上 も

有用なデー タと考え る。

編文審査の要旨

　 ア メ リカ臨床 検査標 準 化委員 会 が提示 したガ イ ドライ ンに準 じ

て、健 常 人下肢 の榎 動 覚 閾慎の 基 雛範囲 の 股定 を行 い、合せ て飲

酒 、喫煙等 の影響 について も検 討 した。十分 な母集団 か ら選定 した

健常 者377例(男 性241例 、女性 聖36例、11-74GkJを 対 象 と し、鈴木一

松 岡式振 動tat{SMV-5)を 用 い、両側 の尺sr頭 、内果 、外果、 母

趾、小趾、膝 蓋骨の計12箇 所にっいて、一定の条件下に各部位5回 振

動覚 悶値 を計測 し、統計処理 を行った。振動覚悶 位は加 齢に伴い 上

昇 し、年 齢 との 聞 に有 意 な 楓関 を 露 め た(r=0.463)。 振 動 覚 閾臆

は、女性 は男性 に対 し低arを 示 した。振動覚 閥笹 は上肢(尺FHA)

が足 部に比 して低 く、足部 は膝 蓋骨 に比 して低か ったが、足蔀(内

外果 、母趾.小 趾}の4箇 所の問に は差を認 めなか った。 振動覚閾

値へ のDMI,喫 煙 、お よび飲酒 の影響 は認 め なか った。以 上の検討

か ら下肢 の 振動覚 閾値 につい て、男女別 年 代別 の基 準節 囲 を股 定

し、全体 として0.13G以 下 とい う結果 を得た。 本研究で得 られた基準

範囲 は,各 種 神経疾患 の研究お よび 臨床にお け る診断 、治療効 果の

判定 において直 ちに応 用可能 である。 本計測 器を用いた擬動覚 悶値

計測 は鋭敏 であ り.従 来の神経学的検査 や神経生理 学的検査 の補助

診断 として推奨 される。 本研究 は、影 響 し得 る賭 因子 を考慮 した十

分な母 築団 に よる本 邦初 めての振動 覚閾値 の基準範囲設 定であn,

臨床上 も有用なデー タと考 える。

　 審査 では、刺激法や強度 に よる感覚 のモ ダ リテ ィー について質問

がな され た。 これ に対 して、鼓検 者が痛 みや 異常知 覚を生 じた例は

ない と回 答 され た。 また、振動障 害 な どの産業障 害判定への応用 に

つい て質問 され たが、本 計測器 を使用 した紐 告はまだ ない と回 答 さ

れた。測定時 の条 仲設 定につ いて も質闇が あ り、本研究 では、測 定

時に周囲の 音には 十分に留意 した ことが述 べ られ た。更 に.視 力障

害者や ピアニス トでは閾値が低 い とい う報告 もあn,訓 練 によって

は閾値 が低 下す る可能性 が考 えられ る との推 察が述べ られ た。 また

膝 蓋骨 での振 動覚閾 随の標準偏差が 大 きい理 由につい て質問 され.

この点 につ いては 不明であ る と回答 され た。 更に対象者の選 出法に

つい て 質問 され、それ らを 記載す べ きで あ る との 指簡 に対 し、医

師、看護婦 、医 薬医療機器 関係者、人間 ドック受診者 が中心で ある

ことが回答 され た。本計測 器 による再現性 についての質悶 では、平

均6ヵ 月の 問隔で の再検 査で再現性 が良好で あった ことが回答 され

た。他の電気 生理学的検 査 との使い 分け につ いて質問が あ り、振動

覚閾憾 と筋電 図検 査 との比較 の紐告 はあ り、非侵 襲的 である点は振

動覚 閣値 測 定が有 用 であ るが、本at測 器 で 比較 した報 告 はみ られ

ず、 これか らの課題であ るとの考えが述べ られた。

　 以上 のよ うに、本研究 は未だ検肘 され るぺ き点 を残 してい るもの

の、十分な母集 団 を対象 としてお り、振 動覚圃値 の基準範囲の設 定

は臨床上 も有意義である と解価 された。

　 詮文審査担 当者　主査　整形外科学 　戸山　芳昭

　 リハ ビ リテー シ ョン医学 　里宇　明元　 　内科学　鈴木　則宏

　 　　　　 　　　 　生理学　柚崎　通介

　 学力砲認 担当者=北 島　政樹、里宇 　明元

　 　　審査委員畏:里 宇　明元

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　試問 日:平 成17年is月24日

一iz一


